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優先的に取り組む課題を抽出するには、地域の気候的な特徴と合わせて市民のニーズなどを把

握することが有効です。そこで、ヒートアイランド現象に対する市民の意識などをアンケートす

ることで、課題を抽出する上で重要な情報を得ることができます。 
複数の地方公共団体では、実際にヒートアイランド現象に対する意識などについてアンケート

を実施しています。アンケートの項目には、以下のようなものがあります。 
 
・ヒートアイランド現象の認知度 
・暑くて困る時間帯 
・暑くて困る場所 
・以前にくらべて暑くなったと感じることがあるか 
・有効と思われるヒートアイランド対策 
・自分で取り組むことのできるヒートアイランド対策 

 
これらのアンケート結果を見ると、市民は身の回りの暑さを敏感に感じているようです。暑く

感じる時間帯は地域によって異なるようですが、寝ている間か、日中の最も暑くなる時間帯のど

ちらかとなっています。また、特に熱く感じる場所については、歩道などのアスファルト上とい

った意見が共通しています。 
 
以下に公表されているアンケート結果の例を記します。 
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●大阪市の例 

 
１. 実施時期 平成 21 年９月 ～11 月 

２. 調査方法 調査票を送付し、返信用封筒で回収  

３. 調査対象者 20 歳以上の市民 2500 人  

４. 回収率 63.6％ 

５. アンケート結果（抜粋） 

  ※複数回答可 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）大阪市：「ヒートアイランド対策」についての世論調査，平成 21 年度 

ヒートアイランド現象の原因として影響が 

大きいと考えるもの 

ヒートアイランド現象に関して生活して 

いくうえで問題と思うこと 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アスファルトやコンクリート面の増加

自動車の増加

緑地の減少

水辺の減少

住宅やオフィスで使用するエアコン等によるエネルギーの増加

よくわからない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

真夏日が続き、日中に出歩きにくい

熱帯夜が続き、夜中に寝苦しい

体調管理しにくく、また熱中症などが心配である

エアコンの使用頻度が多くなり、電気代が高くなる

局所的な集中豪雨による浸水被害などが心配である

よくわからない
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●横浜市の例  

 
１. 実施時期 平成 16 年 11 月  

２. 調査方法 環境イベントへの来場者を対象としたアンケート調査 

３. 調査対象者 市民 188 人  

４. 回収率 74％ 

５. アンケート結果（抜粋） 

  ※複数回答可 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）横浜市ヒートアイランド対策取組方針，平成 18 年３月 

日常的に感じている暑さ 

暑くて困る時間帯 

暑くて困る場所 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家屋内

家以外の建物内

歩道や道路

建物が密集している場所

校庭や広場

特に暑い場所はない

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

朝

昼間

夜間

特にない

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

以前より夏の冷房使用が増えた

以前より涼風を日常感じなくなった

以前より夏の夜が寝苦しくなった

熱中症と診断されたことがある

夏に建物から熱気を感じる

以前より冬の暖房使用が減った

夏に道路の舗装面から熱気を感じる

その他

無回答
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●堺市の例 

 
１. 実施時期 平成 19 年 7 月  

２. 調査方法 郵送調査法  

３. 調査対象者 市民 2,000 人  

４. 回収率 34％  

５. アンケート結果（抜粋） 

  ※複数回答可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）堺市ヒートアイランド対策指針，平成 20 年３月 

暑くて困る時間帯 

以前にくらべて特に暑くなったと感じることがあるか 

暑くて困る場所 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

朝（5時～9時）

昼間(9時～18時）

夜（18時～22時）

真夜中（23時～5時）

特にない

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家の中

道路や歩道

人ごみの中

広場や運動場

建物が密集している場所

特にない

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

記録的な最高気温が出現するようになった

気温の高い日が長い期間続くようになった

寝苦しい日（熱帯夜）が多くなった

朝方のような行動しやすい時間帯が短くなった

（もしくはなくなった）

特に感じない

無回答
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●大阪市淀川区の例 

 
１. 実施時期 平成 22年 11 月 

２. 調査方法 郵送及び電子申請アンケートシステム 

３. 調査対象者 区民モニター登録者 303 人 

４. 回収率 71.6％ 

５. アンケート結果（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）大阪市淀川区：淀川区民モニター 第２回アンケート結果報告書 ～「ヒートアイランド対策」について

～，平成 23 年３月 

 

 

 

「ヒートアイランド現象」という言葉の認知度 

自身が取り組めると思うヒートアイランド対策 

（※複数回答可） 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も現象も知っていた

言葉は知っていたが、どのような現象かは知らなかった

現象は知っていたが、言葉は知らなかった

言葉も現象も知らなかった

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

省エネルギーにつながる行動（節電など）

省エネルギー家電製品の利用

宅地内で植物を育てる

夏場の打ち水行動

地域の緑化活動や緑の保全行動への参加

自動車の適正利用、低公害車や低燃費車の利用

その他

特にない

無回答
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